
(57)【要約】

【課題】義歯安定剤のように適宜に時期に取り替える必

要はなく、無機系抗菌剤を添加物とした歯科用樹脂の義

歯床よりも抗菌効果を高め、さらには抗菌性金属の表面

を容易に清掃することができる新規な義歯を提供する。

【解決手段】食物を噛み切り又は潰すための複数の人工

歯３と、これらの人工歯３が植設されてなる義歯床２と

を備え、この義歯床２には、前記人工歯３が植設されて

なる堤状の植設部２ａと、この植設部２ａと一体的に設

けられた薄肉状の床担部２ｃとを有してなる義歯１であ

って、前記義歯床２ａの床担部２ｃに抗菌性金属４をそ

の少なくとも一面が露出した状態で固定した。

【選択図】　　　　図２
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 食 物 を 噛 み 切 り 又 は 潰 す た め の 複 数 の 人 工 歯 と 、 こ れ ら の 人 工 歯 が 植 設 さ れ て な る 義 歯
床 と を 備 え 、 こ の 義 歯 床 に は 、 前 記 人 工 歯 が 植 設 さ れ て な る 堤 状 の 植 設 部 と 、 こ の 植 設 部
と 一 体 的 に 設 け ら れ た 板 状 の 床 担 部 と を 有 し て な る 義 歯 で あ っ て 、
　 前 記 義 歯 床 の 床 担 部 に は 、 抗 菌 性 金 属 を そ の 少 な く と も 一 面 が 露 出 し た 状 態 で 固 定 し た
こ と を 特 徴 と す る 義 歯 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 抗 菌 性 金 属 は 、 純 銀 又 は 銀 合 金 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 義 歯 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 抗 菌 性 金 属 は 、 一 面 が 外 部 に 露 出 す る 板 部 と 、 こ の 板 部 の 他 面 に 形 成 さ れ て な る 複
数 の 凸 部 と が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 凸 部 は 基 端 側 よ り も 先 端 側 が 膨 ら ん で な り 、 該 凸 部 と 凸
部 と の 間 に は 、 前 記 義 歯 床 の 素 材 が 充 填 さ れ 硬 化 し て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は
２ 記 載 の 何 れ か の 義 歯 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 抗 菌 性 金 属 に は 、 複 数 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 貫 通 孔 は 、 該 抗 菌 性 金 属 の 一
面 か ら 他 面 に 亘 っ て 徐 々 に 縮 径 さ れ て な り 、 こ れ ら の 貫 通 穴 に は 、 前 記 義 歯 床 の 素 材 が 充
填 さ れ 硬 化 し て な る と と も に 、 該 貫 通 孔 に 充 填 さ れ 硬 化 し た 義 歯 床 の 素 材 の 端 面 は 抗 菌 性
金 属 の 一 面 と 面 一 と さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 何 れ か の 義 歯 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 抗 菌 性 金 属 の 埋 設 位 置 は 、 前 記 義 歯 床 の 床 担 部 の ほ ぼ 中 央 に 配 置 さ れ て な る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 何 れ か の 義 歯 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 食 物 を 噛 み 切 り 又 は 潰 す た め の 人 工 歯 と 、 こ の 人 工 歯 を 保 持 す る 義 歯 床 と を
備 え る 義 歯 に 係 り 、 さ ら に 詳 し く は 、 抗 菌 性 作 用 を 有 す る 義 歯 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 口 腔 内 に は 、 さ ま ざ ま な 細 菌 等 が 流 入 し 、 時 に は 、 こ れ ら 細 菌 等 の 繁 殖 に 起 因 し て 歯 周
病 や 内 臓 疾 患 等 を ま ね く こ と が あ る 。 そ の 予 防 手 段 と し て 、 抗 菌 性 物 質 に よ り 前 記 細 菌 等
を 排 除 す る 技 術 が 知 ら れ て お り 、 例 え ば 、 下 記 の 特 許 文 献 １ 及 び ２ に 示 す も の が 知 ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま ず 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 発 明 は 、 口 腔 内 粘 膜 を 健 全 な 状 態 に 回 復 す る こ と 、 義 歯
に お け る 義 歯 床 と し て の 機 能 を 回 復 さ せ る こ と 等 を 目 的 と し て 、 粘 性 稠 密 な ペ ー ス ト 状 の
義 歯 安 定 剤 を 義 歯 床 の 粘 膜 面 に 塗 布 す る よ う に し た も の で あ っ て 、 当 該 義 歯 安 定 剤 に は 、
そ の 全 量 に 対 し て 、 ０ ． ０ ５ 重 量 ％ ～ １ ０ ． ０ 重 量 ％ の リ ン 酸 カ ル シ ウ ム － 銀 系 化 合 物 な
ど の 無 機 系 抗 菌 剤 を 含 有 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 次 に 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 発 明 は 、 人 工 歯 や 義 歯 床 等 が 口 腔 内 に あ る 無 し に か か わ
ら ず 、 有 害 な 細 菌 等 が こ れ ら に 付 着 し て 繁 殖 し な い よ う な 、 人 工 歯 や 義 歯 床 等 に 係 り 、 人
工 歯 、 義 歯 床 等 は 、 少 な く と も 酸 化 防 止 剤 と 、 銀 を 含 有 し た 無 機 系 抗 菌 剤 と を 添 加 物 と し
て 含 有 す る 歯 科 用 樹 脂 （ レ ジ ン ） と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 こ れ ら の 外 に 口 腔 内 の 抗 菌 性 を 高 め る も の と し て 、 薄 板 冠 状 に 形 成 さ れ た 銀 金 属
の 歯 冠 に よ り 人 工 歯 を 被 覆 す る よ う に し た も の も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － １ ７ ８ ８ ４ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － １ ６ ９ ３ ８ ７ 号 公 報
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【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 発 明 は 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム － 銀 系 化 合 物 な ど の
無 機 系 抗 菌 剤 を 含 有 す る ペ ー ス ト 状 の 義 歯 安 定 剤 を 義 歯 床 の 皮 膚 と の 当 接 面 （ 裏 面 ） に 塗
布 す る も の で あ る か ら 、 義 歯 床 と 皮 膚 と の 間 に 侵 入 し た 細 菌 等 に は 対 抗 で き る が 、 実 際 に
は 義 歯 安 定 剤 の 表 面 は 塗 布 さ れ た 周 縁 部 し か 露 出 し て い な い の で 、 抗 菌 作 用 面 が 狭 く 抗 菌
効 果 が 低 い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 義 歯 床 と 皮 膚 と の 間 に は 、 他 の 異 物 も 侵 入 す る の
で 、 義 歯 安 定 剤 は 適 宜 取 り 替 え る 必 要 が あ る と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 次 に 、 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ た 発 明 は 、 前 記 特 許 文 献 １ の 問 題 点 の 一 部 は 改 良 さ れ た も
の で は あ る が 、 人 工 歯 、 義 歯 床 等 は 、 少 な く と も 酸 化 防 止 剤 と 、 銀 を 含 有 し た 無 機 系 抗 菌
剤 と を 添 加 物 と し て 含 有 す る 歯 科 用 樹 脂 （ レ ジ ン ） と し た も の で あ る か ら 、 抗 菌 作 用 を す
る 無 機 系 抗 菌 剤 の 大 半 は 、 歯 科 用 樹 脂 内 に 埋 没 さ れ 、 実 質 的 に 抗 菌 作 用 を す る 有 効 表 面 積
は き わ め て 限 定 さ れ 、 無 機 系 抗 菌 剤 の 添 加 量 の 割 に は 抗 菌 効 果 を 期 待 す る こ と が で き な い
と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 薄 板 冠 状 に 形 成 さ れ た 銀 金 属 の 歯 冠 に よ り 歯 を 被 覆 す る も の で は 、 歯 冠 の 表 面 が
汚 染 し た り 硫 黄 化 合 物 等 に よ り 黒 色 に 変 化 し て 抗 菌 性 が 低 下 し た り す る 場 合 に 、 隣 接 す る
人 工 歯 の 間 の 歯 冠 の 表 面 を 清 掃 す る こ と が 困 難 で あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 考 案 は 、 こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 義 歯 安 定 剤 の よ う に 適 宜
に 時 期 に 取 り 替 え る 必 要 は な く 、 無 機 系 抗 菌 剤 を 添 加 物 と し た 歯 科 用 樹 脂 の 義 歯 床 よ り も
抗 菌 効 果 を 高 め 、 さ ら に は 抗 菌 性 金 属 の 表 面 を 容 易 に 清 掃 す る こ と が で き る 新 規 な 義 歯 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 は 、 上 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 提 案 さ れ た も の で あ り 、 第 １ の 考 案 （ 請 求 項
１ 記 載 の 考 案 ） は 、 食 物 を 噛 み 切 り 又 は 潰 す た め の 複 数 の 人 工 歯 と 、 こ れ ら の 人 工 歯 が 植
設 さ れ て な る 義 歯 床 と を 備 え 、 こ の 義 歯 床 に は 、 前 記 人 工 歯 が 植 設 さ れ て な る 堤 状 の 植 設
部 と 、 こ の 植 設 部 と 一 体 的 に 設 け ら れ た 板 状 の 床 担 部 と を 有 し て な る 義 歯 で あ っ て 、 前 記
義 歯 床 の 床 担 部 に は 、 抗 菌 性 金 属 を そ の 少 な く と も 一 面 が 露 出 し た 状 態 で 固 定 し た こ と を
特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 第 １ の 考 案 に 係 る 義 歯 は 、 少 な く と も 、 複 数 の 人 工 歯 と 、 こ れ ら の 人 工 歯 が 植 設 さ
れ て な る 義 歯 床 と を 備 え 、 こ の 義 歯 床 に は 、 前 記 人 工 歯 が 植 設 さ れ て な る 堤 状 の 植 設 部 と
、 こ の 植 設 部 と 一 体 的 に 設 け ら れ た 板 状 の 床 担 部 と を 有 し て な る も の で あ れ ば 良 い 。 ま た
、 こ の 考 案 を 構 成 す る 抗 菌 性 金 属 は 、 例 え ば 、 銅 、 亜 鉛 、 ニ ッ ケ ル 、 銀 又 は こ れ ら の 合 金
等 の よ う に 、 抗 菌 性 を 有 す る 金 属 で あ れ ば 良 く 、 ま た 、 該 金 属 は 、 少 な く と も 一 面 が 露 出
し た 状 態 で 床 担 部 に 固 定 さ れ て い れ ば 、 そ の 形 状 や 大 き さ な い し 面 積 は 特 に 限 定 さ れ る も
の で は な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 第 ２ の 考 案 （ 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 ） は 、 上 記 第 １ の 発 明 に 係 る 義 歯 に お い て 、 前
記 抗 菌 性 金 属 は 、 純 銀 又 は 銀 合 金 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 第 ３ の 考 案 （ 請 求 項 ３ 記 載 の 考 案 ） は 、 上 記 第 １ 又 は 第 ２ の 考 案 の 何 れ か に お い
て 、 前 記 抗 菌 性 金 属 は 、 一 面 が 外 部 に 露 出 す る 板 部 と 、 こ の 板 部 の 他 面 に 形 成 さ れ て な る
複 数 の 凸 部 と が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 凸 部 は 基 端 側 よ り も 先 端 側 が 膨 ら ん で な り 、 該 凸 部 と
凸 部 と の 間 に は 、 前 記 義 歯 床 の 素 材 が 充 填 さ れ 硬 化 し て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る
。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 第 ３ の 考 案 で は 、 前 記 抗 菌 性 金 属 は 、 板 部 と 複 数 の 凸 部 と を 備 え て な る も の で あ り
、 一 面 が 外 部 に 露 出 し て い る 必 要 が あ る 。 そ し て 、 こ の 第 ３ の 考 案 で は 、 上 記 一 面 と は 反
対 側 の 面 、 す な わ ち 他 面 に は 、 複 数 の 凸 部 が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 凸 部 は 、
基 端 側 よ り も 先 端 側 が 膨 ら ん で い る こ と が 必 要 で あ り 、 そ の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ な い 。 し
た が っ て 、 例 え ば 、 全 体 が 凸 条 と さ れ て い る も の や 上 方 が 膨 ら ん だ 略 三 角 柱 状 又 は 資 格 柱
状 等 の 形 状 で あ っ て も 良 い 。 そ し て さ ら に 、 上 記 凸 部 と 凸 部 と の 間 に は 、 上 記 義 歯 床 の 素
材 が 充 填 さ れ 硬 化 し て な る こ と が 必 要 で あ り 、 こ の 素 材 は 、 こ れ ま で 義 歯 の 素 材 と さ れ て
き た ア ク リ ル 樹 脂 等 を 使 用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 上 記 抗 菌 性 金 属 は 、 上 記 各 凸 部
が 義 歯 床 の 素 材 に 埋 設 さ れ て な る も の で あ り 、 一 面 が 外 側 （ 義 歯 床 の 床 担 部 の 下 面 又 は 上
面 ） に 露 出 し た 状 態 で 固 定 さ れ て な る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 第 ４ の 考 案 （ 請 求 項 ４ 記 載 の 考 案 ） は 、 上 記 第 １ 又 は 第 ２ の 考 案 の 何 れ か に お い
て 、 前 記 抗 菌 性 金 属 に は 、 複 数 の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 貫 通 孔 は 、 該 抗 菌 性 金 属 の
一 面 か ら 他 面 に 亘 っ て 徐 々 に 縮 径 さ れ て な り 、 こ れ ら の 貫 通 穴 に は 、 前 記 義 歯 床 の 素 材 が
充 填 さ れ 硬 化 し て な る と と も に 、 該 貫 通 孔 に 充 填 さ れ 硬 化 し た 義 歯 床 の 素 材 の 端 面 は 抗 菌
性 金 属 の 一 面 と 面 一 と さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 第 ４ の 考 案 で は 、 上 記 第 ３ の 考 案 と 比 較 し た 場 合 、 上 記 抗 菌 性 金 属 の 固 定 構 造 が 異
な る も の で あ り 、 該 抗 菌 性 金 属 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 と 、 こ の 貫 通 孔 内 に 充 填 さ れ 硬 化 し た
義 歯 床 の 素 材 と の 係 合 に よ り 、 該 抗 菌 性 金 属 を 義 歯 床 に 固 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 ５ の 考 案 （ 請 求 項 ５ 記 載 の 考 案 ） は 、 上 記 第 １ ， 第 ２ ， 第 ３ 又 は 第 ４ の 考 案 の
何 れ か で あ っ て 、 前 記 抗 菌 性 金 属 の 埋 設 位 置 は 、 前 記 義 歯 床 の 床 担 部 の ほ ぼ 中 央 に 配 置 さ
れ て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 第 １ の 考 案 （ 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 ） は 、 抗 菌 性 金 属 を そ の 少 な く と も 一 面 が 露 出 し
た 状 態 で 固 定 し た も の で あ る こ と か ら 、 抗 菌 作 用 を す る 有 効 表 面 積 が 従 来 の 義 歯 よ り も 広
域 に 確 保 す る こ と が で き 、 口 腔 内 の 抗 菌 効 果 を 向 上 す る こ と が で き る と と も に 、 硫 黄 化 合
物 等 に よ り 抗 菌 性 金 属 が 黒 色 に 変 化 し て も 、 容 易 に 清 掃 す る こ と が で き 、 且 つ 高 い 抗 菌 作
用 を 持 続 す る こ と が で き る 。 ま た 、 抗 菌 性 金 属 は 、 義 歯 床 の 床 担 部 に 埋 設 さ れ て い る の で
、 義 歯 安 定 剤 の よ う に 、 適 宜 の 時 期 に 抗 菌 作 用 部 を 取 り 替 え る 必 要 が な く 、 そ の 労 力 を 軽
減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 第 ２ の 考 案 （ 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 ） で は 、 抗 菌 性 金 属 は 、 純 銀 又 は 銀 合 金 で あ る
こ と か ら 、 こ の 純 銀 又 は 銀 合 金 か ら 発 生 す る 銀 イ オ ン に よ り 、 口 腔 内 の 菌 、 特 に 黄 色 ブ ド
ウ 球 菌 ， 腸 球 菌 ， カ ン ジ タ 等 を 効 果 的 に 死 滅 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 他 の 抗 菌 性 金 属 で
あ る 銅 ， 亜 鉛 ， ニ ッ ケ ル 等 と 比 較 し た 場 合 、 よ り 一 層 口 腔 内 を 清 潔 に し 、 ま た そ の 状 態 を
長 期 間 に 亘 っ て 保 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 第 ３ の 考 案 （ 請 求 項 ３ 記 載 の 考 案 ） で は 、 抗 菌 性 金 属 は 、 一 面 が 外 部 に 露 出 す る
板 部 と 、 こ の 板 部 の 他 面 に 形 成 さ れ て な る 複 数 の 凸 部 と が 形 成 さ れ 、 こ れ ら の 凸 部 は 基 端
側 よ り も 先 端 側 が 膨 ら ん で な り 、 該 凸 部 と 凸 部 と の 間 に は 、 前 記 義 歯 床 の 素 材 が 充 填 さ れ
硬 化 し て な る こ と か ら 、 飲 食 時 及 び 取 外 し た 後 の 清 掃 時 な ど に お い て も 容 易 に 脱 落 す る こ
と を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 第 ４ の 考 案 （ 請 求 項 ４ 記 載 の 考 案 ） で は 、 抗 菌 性 金 属 に は 、 複 数 の 貫 通 孔 が 形 成
さ れ 、 こ れ ら の 貫 通 孔 は 、 該 抗 菌 性 金 属 の 一 面 か ら 他 面 に 亘 っ て 徐 々 に 縮 径 さ れ て な り 、
こ れ ら の 貫 通 穴 に は 、 前 記 義 歯 床 の 素 材 が 充 填 さ れ 硬 化 し て な る と と も に 、 該 貫 通 孔 に 充
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填 さ れ 硬 化 し た 義 歯 床 の 素 材 の 端 面 は 抗 菌 性 金 属 の 一 面 と 面 一 と さ れ て な る こ と か ら 、 上
記 第 ３ の 考 案 と 同 じ よ う に 、 脱 落 を 防 止 す る こ と が で き る 。 特 に 、 こ の 第 ４ の 考 案 で は 、
上 記 第 ３ の 考 案 の よ う に 、 複 数 の 凸 部 が 抗 菌 性 金 属 に 形 成 さ れ て い な い こ と か ら 、 義 歯 床
の 床 担 部 の 肉 厚 を 、 上 記 凸 部 の 高 さ よ り も 厚 く す る 必 要 は な く 、 極 め て 薄 い も の と す る こ
と が で き 、 義 歯 を 軽 量 化 で き る ば か り で は な く 、 使 用 者 に 対 す る 違 和 感 を 軽 減 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 こ の 第 ４ の 考 案 で は 、 上 記 貫 通 孔 内 に 充 填 さ れ た 素 材 の 端 面 は 、 抗 菌 性
金 属 の 一 面 と 面 一 と さ れ て い る こ と か ら 、 一 層 装 着 時 の 違 和 感 を な く し 、 ま た 清 掃 の 際 に
も 支 障 を 来 す こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 第 ５ の 考 案 （ 請 求 項 ５ 記 載 の 考 案 ） で は 、 抗 菌 性 金 属 の 埋 設 位 置 は 、 前 記 義 歯 床
の 床 担 部 の ほ ぼ 中 央 に 配 置 さ れ て な る こ と か ら 、 よ り 面 積 の 広 い 抗 菌 性 金 属 を 固 定 で き る
ば か り で は な く 、 装 着 時 の 違 和 感 を 更 に 緩 和 す る こ と が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 こ の 義 歯
を 口 腔 内 に 装 着 し た 場 合 、 ほ ぼ 円 弧 状 と さ れ た 舌 の 先 端 側 は 、 人 口 歯 が 植 設 さ れ た 堤 状 の
植 設 部 近 傍 に 触 れ や す い が 、 床 担 部 の 中 央 は 、 比 較 的 舌 に 触 れ 難 く 、 飲 食 時 に お い て 上 記
抗 菌 性 金 属 に 舌 が 触 れ る こ と に 伴 う 違 和 感 を 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に 係 る 義 歯 １ を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に
説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 義 歯 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 熱 可 塑 性 樹 脂 に よ り 一 体 成 形 さ れ た 義 歯 床 ２ と 、 こ
の 義 歯 床 ２ に 植 設 さ れ た 人 工 歯 ３ と 、 上 記 義 歯 床 ２ に 固 定 さ れ た 抗 菌 性 金 属 板 ４ と か ら 構
成 さ れ て い る 。 上 記 熱 可 塑 性 樹 脂 は 、 ア ク リ ル 樹 脂 で あ り 、 使 用 者 の 上 あ ご の 形 状 に 対 応
し て 作 成 さ れ た 図 示 し な い 成 型 型 を 利 用 し て 成 形 さ れ た も の で あ る 。 そ し て 、 図 １ 又 は 図
２ に 示 す よ う に 、 上 記 義 歯 床 ２ に は 、 下 方 に 膨 出 し た ほ ぼ 馬 蹄 形 状 の 植 設 部 ２ ａ と 、 こ の
植 設 部 ２ ａ の 上 部 に 形 成 さ れ 、 使 用 者 の 歯 茎 に 装 着 さ れ る 凹 部 ２ ｂ と 、 使 用 者 の 上 あ ご に
装 着 さ れ る 床 担 部 ２ ｃ と が 、 一 体 的 に 形 設 さ れ て い る 。 そ し て 、 上 記 植 設 部 ２ ａ に は 、 上
記 人 工 歯 ３ が 植 設 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 床 担 部 ２ ｃ に は 、 上 記 抗 菌 性 金 属 板 ４ が 固 定 さ
れ て い る 。 こ の 抗 菌 性 金 属 板 ４ は 、 純 銀 を 素 材 と す る も の で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ほ
ぼ 板 状 に 成 形 さ れ た 板 部 ４ ａ と 、 こ の 板 部 ４ ａ の 上 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の 凸 部 ４ ｂ と か ら
構 成 さ れ て い る 。 上 記 板 部 ４ ａ は 、 図 示 し な い 成 形 型 に よ り 一 体 成 形 さ れ て な る も の で あ
り 、 下 面 （ 本 考 案 を 構 成 す る 一 面 ） は 、 使 用 者 に 違 和 感 を 与 え な い 程 度 の 粗 度 と な る よ う
研 磨 さ れ て な る も の で あ る 。 ま た 、 こ の 抗 菌 性 金 属 板 ４ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 上 記 床 担
部 ２ ｃ の 中 央 に 固 定 さ れ て な る も の で あ り 、 こ の 実 施 の 形 態 で は 、 前 歯 側 と 左 右 の 奥 歯 側
は そ れ ぞ れ 円 弧 状 に 成 形 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 各 凸 部 ４ ｂ は 、 基 端 よ り も 先 端 側 が 膨 ら
ん で な る （ 基 端 側 の 断 面 積 よ り も 上 側 の 断 面 積 が 広 い も の と さ れ て い る ） も の で あ り 、 上
記 ア ク リ ル 樹 脂 は 、 こ れ ら の 凸 部 ４ ｂ 間 に 充 填 さ れ 硬 化 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 上 記 抗 菌 性 金 属 板 ４ を 上 記 床 担 部 ２ ｃ に 固 定 す る 方 法 を 簡 単 に 説 明 す る と 、 上 記
図 示 し な い 成 型 型 に よ り 義 歯 床 ２ を 成 型 す る と と も に 、 該 成 形 型 か ら 脱 型 し た 直 後 で 、 上
記 ア ク リ ル 樹 脂 が 未 だ 完 全 に 硬 化 し て い な い 段 階 に お い て 、 上 記 抗 菌 性 金 属 板 ４ の 上 面 を
該 床 担 部 ２ ｃ の 中 央 に 圧 接 さ せ る 。 す る と 、 未 だ 硬 化 し て い な い 上 記 ア ク リ ル 樹 脂 は 、 上
記 各 凸 部 ４ ｂ と 凸 部 ４ ｂ と の 間 の 空 間 内 に 侵 入 ・ 充 填 さ れ る 。 こ の 状 態 に お い て 、 上 記 ア
ク リ ル 樹 脂 が 硬 化 す る と 、 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す 義 歯 １ と な る 。 な お 、 こ の よ う に 、 ア ク リ
ル 樹 脂 が 硬 化 し た 後 に は 、 使 用 者 に 装 着 し 違 和 感 の 程 度 に よ り 部 分 的 に 研 削 ・ 研 磨 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 し た が っ て 、 上 述 し た 形 態 に 係 る 義 歯 １ に よ れ ば 、 従 来 提 案 さ れ て い る 義 歯 安 定 剤 の よ
う に 適 宜 に 時 期 に 取 り 替 え る 必 要 は な く 、 無 機 系 抗 菌 剤 を 添 加 物 と し た 歯 科 用 樹 脂 の 義 歯
床 よ り も 抗 菌 効 果 を 高 め 、 さ ら に は 抗 菌 性 金 属 の 表 面 を 容 易 に 清 掃 す る こ と が で き る 。 特
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に 、 上 記 義 歯 １ で は 、 抗 菌 性 金 属 板 ４ は 、 純 銀 を 素 材 と し て な る も の で あ る こ と か ら 、 銀
イ オ ン が 口 腔 内 に お い て 発 生 し 、 他 の 抗 菌 性 金 属 に 比 べ 高 い 抗 菌 作 用 を 奏 す る 。 特 に 、 こ
の 抗 菌 性 金 属 板 ４ の 下 面 （ 一 面 ） は 、 上 述 し た 粗 度 （ 使 用 者 に 対 す る 違 和 感 の な い 程 度 の
粗 度 ） と さ れ て い る こ と か ら 、 よ り 多 く の 銀 イ オ ン が 発 生 し 、 黄 色 ブ ド ウ 球 菌 ， 腸 球 菌 ，
カ ン ジ タ 等 を 効 果 的 に 死 滅 さ せ 、 使 用 者 の 口 腔 内 を 一 層 清 潔 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、
上 述 し た よ う に 、 上 記 抗 菌 性 金 属 板 ４ は 、 床 担 部 ２ ｃ の 中 央 に 固 定 さ れ て い る こ と か ら 、
飲 食 時 に お い て 使 用 者 に 違 和 感 を 与 え る こ と が な く 、 更 に 、 上 記 凸 部 ４ ｂ に よ り 、 例 え ば
ブ ラ シ 等 を 用 い て 清 掃 す る 場 合 に お い て も 不 用 意 に 脱 落 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 本 考 案 は 、 床 担 部 ２ ｃ に 上 記 抗 菌 性 金 属 板 ４ を 固 定 す る 構 造 と し て 、 上 述 し た 構
造 を 採 用 す る こ と な く 、 例 え ば 、 図 ４ に 示 す 構 造 を 採 用 し た 義 歯 １ １ と し て も 良 い 。 こ の
義 歯 １ １ は 、 本 考 案 を 構 成 す る 抗 菌 性 金 属 （ 板 ） を 、 板 状 に 成 形 す る と と も に 、 複 数 の 貫
通 孔 １ ４ ａ が 穿 設 さ れ た も の で あ る 。 こ れ ら の 貫 通 孔 １ ４ ａ は 、 そ れ ぞ れ 下 面 （ 一 面 ） か
ら 上 方 に か け て 徐 々 に 縮 径 さ れ て な る も の で あ り 、 上 記 義 歯 床 １ ２ ａ の 素 材 で あ る ア ク リ
ル 樹 脂 は 、 こ れ ら の 貫 通 穴 １ ４ ａ 内 に 充 填 ・ 硬 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 上 述 し た 構 造 と す る 方 法 に 付 い て 簡 単 に 説 明 す る と 、 前 述 し た よ う に 、 図 示 し な
い 成 型 型 に よ り 義 歯 床 １ ２ を 成 形 す る と と も に 、 該 成 形 型 か ら 脱 型 し た 直 後 で 、 上 記 ア ク
リ ル 樹 脂 が 未 だ 完 全 に 硬 化 し て い な い 段 階 に お い て 、 上 記 抗 菌 性 金 属 板 １ ４ の 上 面 を 該 床
担 部 １ ２ ｃ の 中 央 に 圧 接 さ せ る 。 す る と 、 未 だ 硬 化 し て い な い 上 記 ア ク リ ル 樹 脂 は 、 上 記
各 貫 通 孔 １ ４ ａ 内 に 侵 入 し 、 該 抗 菌 性 金 属 板 １ ４ の 下 面 に 膨 出 す る 。 こ の 膨 出 し た ア ク リ
ル 樹 脂 を 図 示 し な い ヘ ラ そ の 他 の 器 具 に よ り 上 方 に 押 圧 す る 。 す る と 、 こ の ア ク リ ル 樹 脂
は 上 記 貫 通 穴 １ ４ ａ 内 全 体 に 充 填 さ れ る 。 こ う し て 充 填 さ れ た ア ク リ ル 樹 脂 が 硬 化 す る と
、 該 ア ク リ ル 樹 脂 の 端 面 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 記 抗 菌 性 金 属 １ ４ の 下 面 （ 一 面 ） と 面
一 と な る と と も に 、 該 抗 菌 性 金 属 １ ４ は 義 歯 床 １ ２ ａ の 床 担 部 １ ２ ｃ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 述 し た 義 歯 １ １ に よ る 場 合 で あ っ て も 、 上 記 義 歯 １ と 同 様 の 作 用 効 果 を 奏 す る と と も
に 、 上 記 抗 菌 性 金 属 板 １ ４ は 、 該 抗 菌 性 金 属 板 １ ４ に 形 成 さ れ た 各 貫 通 孔 １ ４ ａ と ア ク リ
ル 樹 脂 と の 係 合 に よ り 固 定 さ れ る も の で あ り 、 上 記 義 歯 １ を 構 成 す る 抗 菌 性 金 属 板 ４ の よ
う に 凸 部 ４ ｂ が 構 成 要 素 と さ れ て い な い こ と か ら 、 床 担 部 １ ２ ｃ の 肉 厚 を 極 め て 薄 い も の
と す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ う し た 構 成 に 係 る 義 歯 １ １ に よ れ ば 、 よ り 一 層 使 用
者 に 違 和 感 を 与 え る こ と を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に 係 る 義 歯 の 底 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 抗 菌 性 金 属 の 固 定 構 造 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 抗 菌 性 金 属 の 固 定 構 造 の 他 の 例 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 １ 　 　 義 歯
　 ２ 　 　 義 歯 床
　 ２ ａ 　 　 植 設 部
　 ２ ｃ 　 　 床 担 部
　 ３ 　 　 人 工 歯
　 ４ 　 　 抗 菌 性 金 属 板
　 ４ ｂ 　 　 凸 部
　 １ １ 　 　 義 歯
　 １ ２ 　 　 義 歯 床
　 １ ２ ｃ 　 　 床 担 部
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　 １ ４ 　 　 抗 菌 性 金 属 板
　 １ ４ ａ 　 　 貫 通 孔

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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